
1 単元名

特別支援学級生活単元学習学習指導案

校外学習にでかけよう 一 芸術にふれる旅に行こう一

日 時

学 級

授業者

令和3年11月2日（木）

北上市立飯豊中学校

F組 2名（男子2名） 

教諭 

2 単元について

(1)単元の位置づけと扱う教材について

本単元は進学後や社会に出てから、公共交通機関を利用して移動する機会が増えることを踏まえ、 自

分の力で、公共交通機関を利用して目的地まで移動できるようになることをねらいとして設定した。

この学習の中には、 「目的地について調べる」という社会科的要素や、 「お金」や「時刻」を扱う数

学的要素を入れながら、調べる過程での情報収集・活用能力やコミュニケーション能力など、今後生活

していくときに必要な「生きるための力」の育成を大きな目的としている。

校外学習の目的地に、日帰りできる範囲の中から、盛岡市内の工芸体験教室と県立図書館を選んだ。

北上市外を 自分たちだけで行動する機会は少なく、関心意欲も高いと予想される。 盛岡市は2学年の職

業研修で10月に訪れる地でもあるが、借り上げバスでの移動のため、自分の力で行ったという実感はな

いはずである。 また、進学希望先の学校が盛岡にあるため、通学になった場合も想定し、 自分の力で行

けるか不安も感じているようである。 加えて、来年度、再来年度は修学旅行で班別 自主研修も行う予定

である。 公共交通機関を使う機会が少ない生徒たちにとって、経験を積む良い機会となる。

(2)単元と生徒との関わり

F組は、2学年男子1名、1学年男子1名、計男子2名からなる知的障がい学級である。 5教科につ

いて特別支援学級で授業を行い、生徒の実態に合わせた学習を行っている。実技教科は交流学級で行い、

集団行動や級友とコミュニケー ションをとりながら授業に参加している。 授業では落ち着きがあり、授

業の説明もしつかりと聞くことができるが、 理解に時間を要する。 また、一度できたことも、時間がた

てばまた忘れることも多く、くり返し学習をすることで内容の定着をはかっている。

本単元に関わる生徒の実態は下記の通りである。

生徒 本単元に関わる生徒の実態

・地理的な学習には興味を持っているが、生活圏ではない場所に関しては興味が薄い。

•お金や時刻の学習ではできることも多いが、実生活に生かすことのできる学習の経験は

A(2年） 少ない。

·PC活用は学校でも家庭でも使い慣れているため、PCを使っての情報収集はできるが、

活用能力やコミュニケーション能力はまだ困難なところが多い。

・身近な生活圏以外の地理感覚に乏しい。

•お金や時刻の学習ではできることも多いが、実生活に生かすことのできる学習の経験は

B(l年） 少ない。

· PCを使う機会が限られているため、 PCを使っての情報収集、活用能力では支援を要

する。 コ ミュニケーション能力は普段の生活場面では特に支援を必要としない。
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